
予算使途（千円/年） 

 今後、年を追うごとに収入は減少していく   現時点で、会費収入額と同額の支出
となっており、来年以降赤字額が積みあがる 

 予算使途・・・①現役関連約３分の１、②山小舎約２割、③OBｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ約３割、 
          ④その他（事務関連・基金口）約２割 
 
       早急にＯＢ会のあるべき姿を、そして使途の見直しが必要（検討と実施） 
 

２．2018年度上期会計報告と2019年度予算案について（審議） 

①OB会費納入状況と課題・対策について 



 2020年度には現状より約▲300千円の予算となる見込み  
 2030年度には 〃 約▲600千円、OB会員増員想定を除くと年間１百万円の運営規模 
 対策は①納入者増（新入会員の新規納付、既存未納会員の納付）、②予算見直し 
                   
          
 
 
 

２．2018年度上期会計報告と2019年度予算案について（審議） 

①OB会費納入状況と課題・対策について 



２．2018年度上期会計報告と2019年度予算案について（審議） 

①OB会費納入状況と課題・対策について 



③2019年度予算（案）、中期３カ年（見込）について 

・3年後（21年度）には18年度比約400千円/年の予算減少見込み 
・対策…①収入増（新ＯＢ会員・未払会員からの回収）、②支出減（予算の見直し） 

２．2018年度上期会計報告と2019年度予算案について（審議） 



⑥課題と対策（案） 

あたたかい志あり・・・斎藤先生からの寄付金１００万円「山小屋のために使ってください」 

来年20週年を迎える「２代目武尊小舎運営」の現状と今後のために 

 現状、武尊小舎利用者１名あたりに約３，３５０円の予算を充当している 
  （山管費４５５千円ー利用料現役・ＯＢ計１１０千円）÷利用人数１０３人  
 武尊小舎はＭＧＷＶの「貴重な資産（象徴ともいうべき）」である 
 一方、収入減少・低利用率⇒コストを払い続けるべき資産なのか？ 
                   
          
 
 
 
 
    【今後のために】まずは、武尊小舎の利用率ＵＰ！！ 
    ＯＢ会の皆様に武尊小舎をもっと気軽に多く利用していただきたい！！ 
 
【利用方法】以下にわかり易く記載しております 
 ＯＢ会名簿・・・Ｐ１０～１１（使用規定）、Ｐ１３～１６（ご案内）、Ｐ１７（利用申込書） 
 ＭＧＷＶ ＯＢ会ホームページ・・・上記の他、予約状況も一目瞭然 

3．武尊小舎関連 



⑦2代目山小舎建設20周年記念イベントを開催 

 1.開催日  2019年9月14日 (土) 15時～ 2019年9月15日 (日)10時 

 
2.内容 キャンプファイヤー、野外バーべキュー 
  武尊山ピークアタック、三合平散策、花咲の湯 etc  

 
3.集合 ほたか牧場キャンプ場３合平 ＭＧＷＶ山小舎 
 
4.交通機関 自家用車で往復 

 

 5.企画 実行委員会を立ち上げ、詳細な内容を決定 

    

3．武尊小舎関連 
企画案 



３．武尊小舎関連 

 
※グラフにはＡＩＵ保険適用修繕（約3,500千円）を含まず 

 ＜参考＞収支  


